








第 1章 ⽂章論序説（⼀） ―⾔語表現における「成り下がり」について―
第 2章 ⽂章論序説（⼆）−⽂化としての⾔語（コセリウに寄せて）
第 3章 ⽂章論序説（三）―「語り」と「語法」―

















































































































































































































































































ぐ に や 〳 〵
」はというルビと漢字の取り合わせに現れる。さらに⼆葉亭
四迷の「あひゞき」の初訳と改訳を⽐べると、確かに改訳の⽅がルビの部分の表現は平明に
なっているが、あてられている漢字の⽅はむしろ難解になっている。漢字で書くことによっ
て（それにルビをふることによって）⽂章の体裁が整うというのは四迷のみならず、かなり
⼀般的な傾向であり、しかしこの結果として、本⾏部分に於いて漢字を⾒ただけでは読めな
い、難解な漢語の混⼊を許してしまうことになったわけである。
「⽂章構成法」と語りとの関連については、阪倉篤義のいう「開いた構造」「閉じた構造」
と語りの関係に触れたが、この点についての本格的議論は課題としなければならない。
以上、「語り」と「語法」の関係を論じてきた。筆者の⼀連の考察は、語彙、⽂法（表記
や⽂章構成法ついては深く考察ができていないが）から「語り」を復元する作業である。さ
らに「語り」に作⽤する外的な要因として、⾳読から黙読へ移⾏するという社会的習慣の変
化についても論じた。こうした道具⽴てをもって、筆者は明治期近代⼩説の「語り」を論じ
た。
